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〈解説〉

今回紹介する資料は、いわゆる北朝鮮鹵獲（捕獲）
文書中の二点である。同文書はもともと、朝鮮戦争
中に米軍が北朝鮮に進攻したさい奪取したもので、
現在は米国国立公文書館に保管されている。全体は
百万ページにも及ぶといわれるほど大量で、1945-

51年の北朝鮮内部を知る貴重な資料として知られる。
その一部は日本、韓国で復刻され、またこれに依拠
した研究も相当数存在する1）。

北朝鮮では1946年３月に土地改革が実施された。
この改革は第１に、従来の地主・小作制度を廃棄し、
自作農制度（耕者其有田）を創出すること、第２に、
収穫量にたいし一律25％の現物税を課し、これに
よって農民の負担を軽減することを目的とした。し
かしこれは、名目にすぎなかった。まず前者につい
ては、戦後日本や韓国のような資本主義的な農地改
革とは大きく異なった。すなわち農民は、植付作物
の選択、作物販売、農地転売をきびしく制限され、
実質的な土地所有権を与えられなかった。それは、
将来の社会主義的集団農場制への第１歩にほかなら
なかった2）。

後者については、収穫量を過大に査定することに
より、実質的な負担が重くなった。収穫量を実際の
２倍に評価すれば、実負担率は50％になる。北朝鮮
政府は、25％の現物税率は旧来の一般的な小作料率
50％に比べ大幅な負担減であると喧伝したが、実態

はそうではなかったのである3）。
収穫量は、単位面積当りの実収量を計り、それに

播種（作付）面積を乗じて算出する。そのさい、日
当りや水分などの点で平均より有利な条件下にある
地点で実収量を計れば、全体の収穫量は過大に評価
されることになる。また播種面積を大きく見積もっ
ても同じことである。とくに朝鮮では間作（畝ごと
に交互に異なる作物を播種する）、混作（複数の異
なる作物を播種する）が多かったから、その播種面
積をどう査定するかが問題となる。

ここで第１に示す資料は黄海道安州郡（北朝鮮の
南西部）人民委員会の指示書（1947年）である。そ
こには他所では得られない重要な情報が含まれてい
る。それは、播種面積には畔（あぜ）の面積も包含
すること、玉蜀黍（トウモロコシ）と他の作物の間
作の場合、両者の播種面積をそれぞれ畑の全面積と
することの２点である。この算出方法では収穫量は
過大に評価される。他方、混作の場合は各作物の播
種量にしたがって面積を算出し、合計が全播種面積
と一致することとされているので、この点では、過
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１）主要な復刻版は以下のものである。韓国国史編纂委員会編
『北韓関係史料集』第 I-XIX 巻、同会、果川、1982-94年、翰
林大学校アジア文化研究所編『北韓経済関係文書集　1946-

1950』同校出版部、春川、1996年、萩原遼編『北朝鮮の極秘
文書　1945年8月 -1951年6月』全3巻、夏の書房、東京、1996
年、鄭在貞・木村光彦編『1945-50年北朝鮮経済資料集成』
全17巻、東亜経済研究所、ソウル、2001年。研究成果には、
朝鮮戦争の開戦計画を明らかにした萩原遼『朝鮮戦争―金
日成とマッカーサーの陰謀』文藝春秋社、1997年などがある。　

２）木村光彦『北朝鮮の経済―起源、形成、崩壊』創文社、
1999年、31-32頁。

３）同、45-49頁。
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大評価にはならない。
この指示書の原文は脚注１、鄭・木村編の第１巻、

375-88頁に収録されている。手書き、ハングル混じ
りの縦書き漢字文で、明らかに日本統治期に中高等
教育を受けた官吏が書いたものである。この時期に
はまだそのような官吏が各地方に存在して、末端行
政を担っていた（彼らはのちに、親日派として粛清
されるか、南に逃れた）。

第２は江原道人民委員会の春期播種準備に関する
決定書（1949年）である（原文は、手書き（おそら
くガリ版刷り）、ハングル混じり横書き漢字文、脚
注１、鄭・木村編第６巻、１-30頁、所収）。同決定
書は、春の播種にかんする指示を多数含んでいる。
これをみると当時、国家の上部から、農事法が詳細
にわたって各農民に伝えられていたことがわかる。
すなわち、農民の耕作の自由は大幅に制限され、農

民の国家への従属が顕著となっていた。播種面積に
かんしては、安州郡の指示書と同様、畦や畝の面積
をフルに包含すると規定されていた。収量の算定は、
厳密に坪刈り法を実施することとされた。坪刈り法
は日本統治後期、1930-40年代に導入されたもので
ある。この資料は、1949年時点でこの方法が依然、
適用されていたことを示す。

この指示書から読み取れる他の重要なポイントは、
現物税の非効率性である。貨幣でなく、現物で徴税
するためには、各作物の収穫量を農戸ごとにすべて
測定しなければならない。これには多くの労力と時
間を要する。さらに、ここには記されていないが、
徴収する現物税を行政機関まで運搬すること、倉庫
に適切に保管することも大きな課題となる。こうし
た問題を基本的に解決するために、朝鮮戦争後に急
展開した農業集団化は非常に有効な手段となった4）。

〈資料１〉5）

一九四七年五月二三日

農産物播種面積実態調査要綱
� 安州郡人民委員会

一、調査前準備
（１）	 郡人民委員会農林課では五月二十三日までに各面に派遣する講師□□講習をすること。
（２）	 面人民委員会は調査上必要な左記事項を五月二十三日までに準備すること。
	（ア）	� 本調査の正確を期すならば、調査員の思想と技術如何に帰因するので、面人民委員会は面単位に

各政党社会団体を始めとして面内全般を通して毎個里に派遣する有能な調査員を選抜して、献身
的に調査すること。

	（イ）	 地積略図と野帳を整備すること。
（３）	� 各面人民委員会は毎個里に派遣する調査員に、五月二十四日に郡から派遣される講師の講習を受け

させること。
（４）	� 調査上、□□される念慮があるので、現地地押調査をする前に毎個調査員が自己が担当する里を登

録耕地調査簿に依拠□地番順に地目地積を実態調査小票に記入すること。
二、調査期間

自五月二十五日

４）同、117頁。
５）以下で、判読不明の文字を□で示す。原文には句読点がな

い。
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至六月三日　十日間
三、調査方法
［１］	 調査は対地的に行うこと。
［２］	� 一個里を単位として小票に依拠して地積略図と対照しながら、地番順に調査することを原則とし、

地形にしたがって筆地順に調査すること。
（３）	 地押調査を終えた筆地については地籍［積］略図に表示し、未調査筆地との区別を明確にすること。
（４）	� 地籍略図に表れない未登録地と一九四七年の新規開墾地は目測もしくは歩測により、もっとも正確

に面積を算出すること。
（５）	 本調査は筆地ごとに個人単位に小票を作成すること。

四、小票の記載方法
（１）	 耕作者住所姓名欄には必ず一九四七年度耕作者を記入すること。
（２）	� 地目欄には土地台帳上の地目を記入することを原則とし、地目転換があるときには転換された地目［を］

地目台帳上［の］地目左側に記入し〇印を付すこと。
（３）	 地味欄には、土質に依って上中下三等級に区別して該当等級に〇印を付すこと。
（４）	� 耕地現況欄の現耕地面積は実地耕作面積を記載するものとし、荒廃地欄には荒廃した面積を記載し、

現耕地面積と荒廃地との計が地積面積と符合するようにし、□一な筆地内で二戸以上が耕作する場
合には現耕地面積欄にその筆地の全耕作面積を記載してその下部に該当耕作者の実地耕作面積を記
載し、必ず（　　）を付し、現耕地面積［の］右測［側］に耕作者の順番をつけること。

例一、
一〇番畑の現耕地面積が一、〇〇〇坪でその中で甲が七〇〇坪を耕作し、乙が三〇〇坪を耕作していると

仮定すれば、左のように記載する。
甲の場合　２の１　1,000坪（700）　乙の場合　２の２　1,000坪（300）
小票二枚を作成し、二枚全部を通して地番、地目、地積を記載すること。

（５）	� 作物別作付欄には実地に播種する面積を記載し、区分欄には単作（単）、主作（主）、間作（間）、後
作（後）を明確に記載すること（ただし、単作および主作物計が現耕地面積と符合するが、間作、
後作面積を総合すれば現耕地面積より間作、後作する分だけより多くなる）。

（６）	 ひとつの筆地に同じ作物の区分が二種以上である場合には、作物別欄に分けて記載すること。
例二

一番畑の現耕地面積が一、〇〇〇坪で、その中で玉蜀黍単作五〇〇坪、玉蜀黍と大豆の間作が五〇〇坪で
ある場合には、次のように記載すること。

小票に玉蜀黍と印刷した欄に五〇〇坪、区分欄に⃝単と記入し、作物別欄の下部余白欄に玉蜀黍五〇〇坪、
区分欄に◯主と表示し、大豆欄に五〇〇坪、区分欄に間と記入する。
（７）	� 畑について地押調査時にいたるまでに播種しない場合には、播種予定作物を調査して記入し、面積

には（　）を付すこと。
例三　大豆（300坪）
（８）	� 田については既に播種した乾田は該当欄に記載し、乾田播種予定地についてはその面積を調査記載

して必ず面積に（　）を付すこと。そのほか田については現耕地面積欄にのみ記載すること。
（９）	� 蔬菜は種類別に調査記載し、播種畑は面積右側に⃝播と表示し、特にネギ（葱）はネギと頭葱を区別し、

蔬菜専門業者は□□□□□□□
註　�蔬菜専門業者とは、販売を目的に栽培する業者として総耕作面積の七〇％以上、蔬菜を栽培する者を
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いう。
五、面積算出方法
（１）	 畦畔面積を包含する。
（２）	� 間作物の面積については、主作物は播種全面積とし、間作物は主作物が玉蜀黍の場合には主作物面

積と同一とし、主作物が粟、蜀黍の時には間作物の播種量によって算出すること。
例四
（１）	 主作物［が］玉蜀黍一、〇〇〇坪である時には、間作物［の］大豆面積［は］一、〇〇〇坪とする。
（２）	� 主作物［が］粟一、〇〇〇坪である時には、間作物［の］大豆の播種が五升の時、大豆面積は

三〇〇坪である（大豆、反当播種五升）。
（３）	 混作物の面積算出は各各播種量によって総播種面積と一致すること。

六、未登録地調査
□までの調査経験をみると未登録地にかんする調査を等閑視する傾向があるので、本調査を厳重にし、記

載方法は左によること。
（１）	 地番がない場合にはその近方にある地番を記載し、地番末の字に東西南北を表示すること。
（２）	 地目には現耕作地目を記載すること。
（３）	 地積は目測または歩測によって正確に算出すること。
（４）	 地番右側に未登録地の表示（⃝未）を付すこと。
（５）	� 今年□新規開墾地については、その事由を通□したところに表示すること。

七、小票の集計と報告
（１）	 調査員は毎日、調査した順番に小票によって集計し、正確な日計表を提出すること。
（２）	� 調査を終えた調査員は日計表に依拠して総計表を別紙様式によって集計した後、小票と同様、面人

民委員会に提出すること。
（３）	� 面委員会は調査員が提出した集計表を総合し、六月五日以内に郡人民委員会に報告すると同時に、

小票は一枚も紛失なきよう慎重に保管すること。
（但し、小票は地番順に編綴して保管すること）。
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別表様式１号　　耕地面積表　　（対地的）

里名
登録地 未登録地

現耕地面積 荒廃地 計 継続的耕地 今年開墾地 計
田 畑 計 田 畑 計 田 畑 計 田 畑 計 田 畑 計 田 畑 計

合計
現耕地面積 荒廃地 計

田 畑 計 田 畑 計 田 畑 計

備考　入耕作分は該当里欄に朱書で表示すること（但し、内書）。

様式１号付表　入耕作調書　（対地的）
	 様式１号と同一であるが、里名欄は道郡面名とすること。

様式２号　作物別作付面積　（対地的）
里名 　　 作物

区分 　　 乾田 陸稲 粟 □ □ 何 何

単作
主作
間作
混作
後作
計
単作
主作
間作
混作
後作
計

備考　入耕作分は該当里、該当里、該当区分、該当作物欄に朱書で表示すること（但し、内書）。

様式２号付表　入耕作調書（対人的）
	 様式１号と同一であるが、里名欄は道郡面名とすること。
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〈資料２〉

江原道人民委員会常務委員会決定書第17号

1949年度春期播種準備に関する決定書
� 1949年２月22日

江原道人民委員会第四次常務委員会は２個年人民経済計画を実行するさい、特に重要なこととして提起さ
れる1949年春期播種事業を適時に勝利的に完遂して、より高い増産を期すためにつぎのように決定する。
１．農産計画樹立に関して
（１）	� 各級人民委員会は機械的割当方式を退治して、各地方の気候風土を参酌し適地適作の原則により、

対地的計画を２月末までに各里人民委員会に示達すると同時に、各里では農民大会を召集し、各政党、
社会団体の積極的な協力のもと、２個年人民経済計画の重要性を広範に宣伝解決し、農民たちの自
願的意思を重視し、国家の要請に合致する方向に生産目標を正確に周知させ、自己の営農計画を樹
立実践すべく、農林処長と各市郡人民委員会委員長に責任を課す。

（２）	� 農産計画樹立の正確性を保障するために耕地調査事業で調査する耕地面積に基づいて、２月末まで
に各里に耕作台帳と対地的土地台帳を正確に□□することを各市郡人民委員会委員長に責任を課す。

２．優良種子準備に関して
（１）	� 農民たちに対して相互に優良種子を交換させ、３月末までに各種作物の所要種子全量を多収穫系統

の優良種子により確保し、不足する農民に対しては積極的に地方で有無相通して確保するように組
織指導し、特に馬鈴薯の食用を節約し、山地帯優良種子を交流播種することと、採種圃生産優良種
子を２月末までに計画通りに交換することを各市郡人民委員会委員長に責任を課す。

（２）	� 1948年度の水稲稲熱病発生地帯の稲種子を優良種子に３月末までに革新するように税穀との交換対
策を講究実施し、棉花種子159トンを４月15日までに正確に搬入配給し、播種に支障なきようにする
ことを農林処長と糧政部長に責任を課す。

（３）	� 種子の質如何に拘らず、一般糧穀の余りの粗穀をそのまま播種する傾向を退治するために播種用種
子は必ず発芽率が90％以上にすることで、病虫害の被害と夾雑物がなく健実なものを水選あるいは
風選方法により厳密に選択し、種子消毒は部落で共同実施するようにし、特に稲種子は消毒前に必
ず塩水選を実行するようにし、各市郡人民委員会委員長に種子消毒、選種方法に対する技術的指導
を緻密になすように道内農業技術者を組織動員することを農林処長に、塩水選塩と消毒用薬剤を３
月末までに搬入配給することを農林処長と収買部長に責任を課す。

（４）	� 種子更新計画による水稲、大麦、小麦、棉花採施圃は作物別、品種別にもっとも採種に適合した地
帯を選定し、系統的に設置して、異品種の自然交雑と混入を防止し、その管理運営を集約的に実施
することで雑種と品種退化を防止し、各農戸はもっとも適当な地に自家採種圃を設置し、特別な肥
培管理に積極努力することで優良品種を生産確保することを各市郡人民委員会委員長に責任を課す。

３．早期春耕と労力組織に関して
（１）	� 畜力利用において牛耕班は無畜農戸ももれなく組織し、班員たちが飼料を供給して畜力に対する報

酬を地帯別実情によって適当に実施することで、畜力利用において有畜農家の役割をさらに高め、
早期春耕を４月10日から４月15日まで実行するよう牛耕班を組織指導し、牛耕班を中心にプマシ［結

（ゆい）、手間替え］班を組織し、相互間の畜力、労力、農機具等の不足を緊密な連絡のもとで解決
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するようにし、無原則な動員を絶対に禁止し、自己の問題を自己が解決する方向で、農民たちの勤
労精神をさらに高揚させ、個人経理原則に違反することが絶対にないようにする。

（２）	� 労力が不足する農家、特に人民軍隊または保安隊出身家庭に対しては、牛耕、ㇷ゚マシ班および里の
余剰労力によって援助し、相扶相助の美風を助成し播種適期を逃すことのないように組織指導する。

（３）	� 耕作を質的に保障するために未開墾地を残したり浅耕する傾向を退治し、必ず全耕、深耕をすると
同時に、早期春耕を積極実施する。

以上、早期春耕と労力組織事業の実行に対して積極保障することを農林処長と各市郡人民委員会委員長に
責任を課す。
４．耕地拡張と地質改良に関して
（１）	� 休閑地皆無運動を農民たちの愛国的熱誠に呼び掛けて積極展開し、道内4,965町歩の休閑地の実態を

正確に調査把握し、３月15日までに里別牛耕班を各農戸別に具体的に復旧計画を樹立し、桑木、ヒ
マシ、油脂作物等、適作物を積極栽培し、耕地面積を拡張確保する。

（２）	� 排水がよくできない湿田地帯では、解氷と同時に排水溝を築く作業を広範に組織指導し、冷害田と
過腐殖質田に対しては客土を実施する等、地質改良事業を積極展開する。

（３）	� 国家計画によって灌漑工事22か所を移秧前、６月20日までに完了し、今年度移秧に支障なきよう労
力動員を組織的に実施し、民間灌漑工事に対する資材斡旋と技術的幇助を積極実施することと合わ
せて既設工事の水路補修を適時に実施する。

以上、耕地拡張と地質改良事業を積極保障することを農林処長と各市郡人民委員会委員長に責任を課す。
５．自給肥料と化学肥料に関して
（１）	� 地力を向上させる目的で、厠肥増産とともに青草採取事業を強力に組織指導すると同時に、補充的

に破壁土、焼土、鉱物質土等を広汎に利用し、春期自給肥料の生産利用を高め、自給肥料の有効成
分の損失を防止するために、堆肥舎の灰□液肥桶を３月末までに各農戸に設置するように徹底して
指導し、３月20日までに自給肥料を耕地に運搬完了し、肥料成分が発散しないように土に必ず混ぜ
るとともに、特に田作地帯の自給肥料施肥量を町当り10トン以上確保する。

			�	    化学肥料の第１・４分期割当量13,411トン、1948年度第４・４分期未輸送量761トンと第２・４分
期中、４月分輸送計画量を４月末までに搬入することを収買部長に、配定駅に到着した肥料は到着
日から10日以内に農民を通じて持って行くように管内の牛馬車、自動車を動員して迅速、正確に各
面の収買倉庫までの運搬事業を組織・実施すると同時に、交易事業を強力に展開することを収買部
長と各市郡人民委員会委員長に責任を課し、農林処長はこれを積極幇助する。

６．農機具に関して
（１）	� 各農戸別に農機具の不足量を正確に調査・把握し、小農機具に対しては地方消費組合の商店の滞貨

農機具中、その実情によって購入・備置し、地方にある農機具製作所と農民間の契約締結によりこ
れを確保するよう組織指導すると同時に、破損した農機具を３月20日までに一斉に修理・確保する
ことを各市郡人民委員会委員長に、地方的に製作不可能な所要農機具を正確に把握し適時に農民に
供給斡旋することを農林処長に、地方消費組合の商店に滞貨している農機具に対しては検閲事業を
実施して３月末以内に処分することを道消費組合委員長に委任する。

７．耕種法改良に関して
（１）	� 苗板設置においては冷床、温床苗板を積極奨励し、その他一般苗板を必ず短冊形場［状？］床、改

良苗板を集団的に設置し、その管理を技術的に指導することで健苗育成を図り、水利不完全田に対
しては二段あるいは予備苗板を設置し、苗不足のために移秧に支障がないようにする。
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（２）	� 水稲移秧においては、多量の増収をみることのできる畦立栽培（畝田栽培）を積極奨励し、特にこ
れを苗板□□においては全般的に実施し、小株密植によって１坪当り100株以上の移秧を保障するよ
うに□□を４月末までに一斉にプマシ班単位で改修するべく、指導検閲を徹底的に実施する。

（３）	� 播種を質的に向上させ土地の利用率を高めるために畑作物の畦巾を60～80糎（２尺～２尺５寸）内
外に短縮させ、条播する作物においては株間の距離を適当にすると同時に、適切な間混作を広汎に
実施することで耕地の利用率を最高度に高め、相互に異なる作物を混合播種（タッチギ）すること
は絶対にないようにする。

（４）	� 秋播麦類の肥培管理においては、３月25日までに１回以上、踏む作業と人糞尿の追肥を必ず実施し、
麦類の生育を助長し、増産を保障し、春播大麦計画面積の確保に特別に歓［関］心を高める。

以上、耕種法の改良に対する事業実行を積極保障することを農林処長と各市郡人民委員会に責任を課す。
８．適期播種に関して
（１）	� 里農民大会で、畜力、労力、農具等の実情によって書く穀種別播種期日を決定・実施し、全道的に

以下のような期間内に各市郡は別表期日によって播種を実施することを農林処長と各市郡人民委員
会委員長に責任を課す。

			�	    苗板　４月15日～４月25日　粟　４月10日～５月15日　黍　４月10日～５月10日　玉蜀黍　４月
15日～５月10日　小豆　５月５日～５月25日　蕎麦　７月20日～８月５日　大麻　４月５日～４月
20日　移秧　５月25日～６月20日　稗　４月10［日］～５月10［日］　蜀黍　４月20日～５月15日　
大豆　５月５日～５月25日　棉花　４月25日～５月５日　春大麦　３月25［日］～４月10日　陸稲　
４月10日～４月30日

９．工芸作物に関して
（１）	� 工芸作物の収穫高を向上させる目的で、棉花は、土地選定において適地適作の原則下、可能な範囲

内で集中的または専門的に栽培し、播種は４月25日から始め、５月５日までに種子塩選を発芽後15
日以内に３回に□□完了し、□□生育期間中に少なくとも３回の中耕、５回の除草、２回の追肥作
業等を実施すると同時に、棉花畑には他作物の間混作を禁じ、棉花栽培地帯の各郡に棉花指導委員
会を３月５日以内に組織完了し、合わせて、棉花栽培に対する技術的指導・検閲事業を集中的に実
施する。

（２）	� ヒマシは耕作地の周囲、畦畔、道路□宅地、荒蕪地の□閑地を利用し、農家、非農家を問わず、一
戸当り最低12本以上栽培して700ｇ以上を生産・確保するように積極指導し、各農家では所要種子を
正確に確保し、その他の所要種子はこれを積極斡旋し、播種に支障ないようにする。

（３）	� 大麻の適地選択と所要種子の確保と合わせて、煙草は一農戸当り最低200坪の適地を確保し、桑樹根
幹は□□80□□までは栽培を禁・・・［以下、欠］

農作物播種面積調査および収穫高判定要綱
一、調査機関
（１）	 農作物播種面積調査は里人民委員会が責任を負い、収穫高判定委員会の協調のもとで調査する。
（２）	 里単位に５～７名の委員により、農作物収穫高判定委員会（以下、判定委員会と称する）を組織する。
（３）	� 判定委員会の委員は里内地理と耕作地の事情に精通し、農事経験が豊富で国家的意識が強い者を里

全体の農民大会で選出する。
（４）	� 里人民委員長は選出された判定委員会に関して、面人民委員長の承認を受けなければならない。里
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人民委員長は判定委員会のすべての事業を常時指導監督し、その事業結果に対して責任を負う。
（５）	� 判定委員会を強化するために各委員の前年事業実績を検討し、毎年３月末に改送［回送？］しなけ

ればならない。
（６）	� 市郡面人民委員会は本事業の正確を期すために、各政党・社会団体の有能な者で□□別に指導責任

者を決定し、調査期間内に全体の責任担当区域に派遣し、判定委員会の事業を指導幇助する。
（７）	� 市郡人民委員会は、各政党・社会団体を網羅し、実地で作業する者として７～９名の検閲委員会を

組織すること。
二、播種面積調査
（１）	 調査時期　
			�   播種面積調査は、その里内でどのような作物を［栽培しているのかを調査するのは］もちろんで、

播種が完了したら即時に別表期日内にその事業を完了しなければならない。
（２）	 調査方法
			   調査は対地的で統一する。

（３）	 基本耕地面積
			�   耕地実態調査による対地的耕地小票に基づいて、所定の播種面積調査表（２か年農産計画用紙を利

用する）に整理番号、地番、地目、地積を正確に記入する。
（４）	 実耕面積と播種面積
	（一）	 実耕面積
				    ◎�耕地実態調査対地的耕地小票、耕地略図、播種面積調査表、巻尺、間縄を持参し、現地を筆地

別に調査し、田、熟畑、焼畑（一般焼畑と純焼畑を区分）、新規開墾、休閑地復旧、河川敷地、
宅地等、一切の耕地をもれなく調査・記入すると同時に、耕地実態調査後に異動した学校敷地、
道路、地目変換、軍用地等を正確な面積を算出加減して実耕面積を記入する。

				    ◎�純焼畑は農業現物税規定による10％の現物税を納付する農民の焼畑のことで、新規開墾は開墾
申請を提出し許可を得て開墾したものを１、２、３年別に区分して調査する。

				    ◎�新規開墾地中、1946年から現物税を免除されていたものは、1949年度からは現物税を徴収し、
熟耕地として調査すること。

				    ◎不耕面積は、耕地実態調査以後に異動した土地に限り原則として調査する。
				    ◎�国営農場、試験場、農業学校等、国営団体の農耕地、播種面積は面、郡から直接、該当機関に

連絡し、調査する。
				    ◎労働者、事務員の実習地は該当里で、別表により調査する。
				    ◎田二毛作で播種する馬鈴薯、大麦、豌豆、蔬菜面積は別表により調査する。
	（二）	 播種面積
				    ◎�播種面積は一筆地の耕地内に播種するものを作物別に、主作、間後作、間混作別に区分して調

査し、正確な面積と播種方式を判定する。
				    ◎主作面積は実耕面積と符合しなければならない。
				    ◎�播種方式別面積を正確に調査、集計するために、作物別播種面積を記入した右側に主作は△、

間混作は□の記号を表示し、これを明確にしなければならない。
				    ◎主作、間後作、間混作の定義はつぎのとおりである。
				    主作　その耕地にまず播種した主たる作物と単作する作物をいう。
					    「例１」�１反歩の耕地に粟のみ播種（単作）したとき、または１反歩の耕地に大麦を播種してそ
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の畦間に大豆を播種したときには、粟と大麦が主作となり、大豆は間後作になる。
								�	         播種面積は粟、大麦、大豆は各々一反歩となり、耕地利用率は粟単作100％となり、大

麦に大豆を間後作したものは200% になる。但し、大麦を各畦ごと（毎畝）に播種せず、
コル［畝］レミ［意味不明］式に播種し、大豆を各畦ごとに播種した時も大麦が主作と
なり、大豆は間後作とし、大豆は１反歩となり、大麦はその占有面積によって算出しな
ければならない（普通コルレミは70% になる）。

				    ◎�間後作　ひとつの作物を完全に収穫した後に起耕して播種した作物と、間作した作物をいう（収
穫期が異なる）。

					    「例２」�１反歩の耕地に麦類と馬鈴薯を播種した後、収穫する前に畦間に大豆を播種したとき、
または馬鈴薯、春蔬菜を播種し完全に収穫した後、蕎麦を播種したときには、麦類、馬
鈴薯、春蔬菜は主作となり、大豆と蕎麦は間後作になり、面積は「例１」と同一である。
永年作物（桑園、果樹園）に大豆を播種したときは、永年作物が主作、大豆は間後作と
なり、面積は永年作物については基本面積と同一で、大豆はその占有面積によって判定
する。

				    ◎間混作　すでに播種している作物に他の作物を混作し、収穫期が同一であるものをいう。
					    「例３」�１反歩の耕地に粟をまず播種し、その間に小豆を混播した時は、粟は主作となり、小豆

は間混作となる。面積については、粟は１反歩になり、小豆はその占有面積によって全
耕地の20%、または30% 等、面積を算出して判定する。

				    ◎田二毛作で馬鈴薯、大麦、豌豆、蔬菜等を播種した時は、田前作を別表によって調査する。
	（三）	 集計報告
				    ◎�所定の様式によってつぎのように区分し、別紙報告期日までに各々上級機関に報告しなければ

ならない。（調査した作物ごとに報告する。）
				    ◎総括表（対地的人民経済計画との対比表）
				    計画に比して差異がある時には具体的な理由書を添付すること
								        ◦純焼畑民の面積表
				    附　　　◦新規開墾面積表
								        ◦国営団体播種面積表（団体別内訳添付）
				    表　　　◦労働者事務員耕作面積表（職場耕作分も含む）
								        ◦田二毛作面積表
								        ◦国有果樹園間後作面積表

三、作況判定（予想収穫高）
収穫高判定委員会が実施する。

（１）	 判定時期
			   ◎別紙調査期日表によって作物別に実施する。

（２）	 判定方法
			   ◎播種面積調査表によって所定の農作物収穫高判定台帳に耕作者、地番、播種面積を正確に記入する。
			   ◎�播種面積調査表、耕地略図、農作物収穫高判定台帳を持参し、現地を筆地別に踏査し、正確に予

想収穫高を判定する。
			   ◎�正確な予想収穫高を判定するために全体判定委員は里内の全圃地を巡回し、里内の作物別中庸作

況となる圃地数か所を選定したうえで、その圃地の予想収穫高を別紙粒数計算方法によって正確
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に把握したのち、各筆地別、作物別予想収穫高を判定する。
			   ◎�各筆地別、作物別予想収穫高を判定するにさいしては、作況等級別（上、中、下等）に区分し、

調査の弊害を一掃して、実地圃地で生産される収穫を正確に判定しなければならない。
（３）	 集計報告
			   ◎所定の様式によって、別紙報告期日までに上級機関に報告しなければならない。

四、実収穫高判定（収穫高判定委員会が実施する）
対地的に統一する。

（１）	 判定時期
			   ◎�里内の全般的黄熟期を待たずに、黄熟した筆地ごとに即時判定し、別紙期日表の期限内に判定事

業を完了しなければならない。
（２）	 判定方法
			   ◎�作況判定時に使用した農作物収穫高判定台帳を持参して、現地を筆地別に踏査し、正確な実収穫

高を判定する。
			   ◎�正確な実収穫高を判定するために全体委員は里内の全圃地を巡回し、里内の作物別作況標準圃地

数か所を選定したうえで、別紙坪刈り方法による坪刈りを実施し、作況に対する正確な収穫高判
定認識をもって、各筆地別、作物別実収穫高を筆地ごとに踏査し、科学的に判定する。

（３）	 集計報告
		  別途指示する統計報告様式によること。
		  農作物粒数計算方法
		  すでに選定された圃地内で作況が中庸なところで、畦畔附近を避け、３か所を実施する。

（１）	 水稲　［略］
（２）	 田［畑］作物　［略］
			   農作物坪刈り方法
			   すでに選定された圃地で作況が中庸なところで、畦畔附近を避けて実施する。

（１）	 水稲　［略］
（２）	 畑作物　［略］
（３）	 反当り収穫高算出方法
			�   各筆地に対する反当り収穫高は坪当り収穫高を300坪で乗じればよく、集計後反当り収穫高は総播種

面積で総収穫高を除して算出する。
			   主要農作物一升粒数表（北半部標準）　［略］
			   註　本表は北半部で実施している標準量で、地方実情により加減。
			   播種面積調査・収穫高判定および報告期日表　［略］
			   註　報告は書面ですること。

			   棉花収穫高判定要領　［略］
			   大麻収穫高判定要領　［略］
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